
I n f o r m a t i o n

　

菊
池
市
内
の
認
知
症
の
人
と
そ
の

家
族
を
支
え
、
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

「
き
く
ち
認
知
症
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養

成
講
座
」
を
開
講
し
ま
す
。

　

講
座
で
は
、
認
知
症
の
人
た
ち
へ

の
理
解
や
支
援
の
方
法
を
学
び
、
地

域
で
実
践
し
て
も
ら
う
人
を
募
集
し

ま
す
。

期　

日　

10
月
25
日
（
日
）

　

午
前
10
時

会　

場
（
予
定
）

　

熊
本
学
園
大
学
、
熊
本
大
学

対
象
者

　

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど

を
受
け
て
い
た
人
が
平
成
17
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
21
年
３
月
31
日

の
間
に
亡
く
な
る
な
ど
し
、
平
成

21
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
公
務

扶
助
料
、
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け

　
「
女
性
の
声
を
も
っ
と
市
政
に
届

け
て
、
よ
り
よ
い
菊
池
を
育
て
た

い
！
」
と
の
思
い
で
、
男
女
共
同
参

画
推
進
室
で
は
多
方
面
に
わ
た
り

女
性
の
登
用
を
積
極
的
に
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
活
躍
し
て
い
る
女
性
に
、
そ
の

知
識
や
経
験
を
発
揮
し
て
も
ら
う

た
め
、
女
性
人
材
バ
ン
ク
に
登
録
し

て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。
登

録
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

登
録
で
き
る
人

• 

菊
池
市
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
す

る
20
歳
以
上
の
女
性

• 

市
政
に
関
心
が
あ
り
、
菊
池
市
の

審
議
会
な
ど
の
委
員
と
し
て
活

動
す
る
意
欲
が
あ
る
人

• 

福
祉
、
教
育
、
文
化
な
ど
の
各
分

野
に
お
い
て
、
専
門
的
な
知
識
も

し
く
は
活
動
実
績
の
あ
る
人
、
ま

た
は
資
格
を
有
す
る
人

• 

菊
池
市
の
一
般
職
員
（
嘱
託
職

員
、
臨
時
職
員
を
除
く
）、
常
勤

の
特
別
職
の
職
員
ま
た
は
地
方

公
共
団
体
の
議
会
議
員
お
よ
び

国
会
議
員
で
な
い
人

登
録
で
き
る
団
体

• 

市
政
に
関
心
が
あ
り
、
地
域
の
発

展
に
熱
意
を
持
っ
て
貢
献
で
き

　

地
域
づ
く
り
の
具
体
的
な
活
動

と
は
何
か
、
何
を
ど
う
は
じ
め
れ
ば

よ
い
の
か
な
ど
、
グ
ル
ー
プ
活
動

や
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
ヒ
ン

ト
が
満
載
の
「
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
地
域
リ
ー
ダ
ー
研
修
」
に
あ

な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

募
集
対
象　

菊
池
市
内
在
住
の
20

〜
65
歳
未
満
の
男
女
で
、
全
研
修
に

意
欲
を
持
っ
て
参
加
で
き
る
人

応
募
方
法　

参
加
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
く
だ
さ

い
。
参
加
申
込
書
、
研
修
内
容
の
説

明
書
な
ど
は
男
女
共
同
参
画
推
進

室
、
各
総
合
支
所
総
務
振
興
課
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

平
成
21
年
度
き
く
ち
認
知
症
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座

受
講
者
募
集

平
成
21
年
度
熊
本
県
介
護

支
援
専
門
員
実
務
研
修
受

講
試
験

第
９
回
特
別
弔
慰
金
が

　
　
　
　

 

支
給
さ
れ
ま
す

菊
池
市
女
性
人
材
バ
ン
ク

　
　
　

 

の
登
録
者
募
集
！

地
域
リ
ー
ダ
ー
研
修

　
　
　
　
　

 

参
加
者
募
集

養
成
講
座
期
間

　

６
月
25
日（
木
）〜
12
月
24
日（
木
）

（
全
７
回
）
表
参
照

時　

間　

　

午
後
６
時
30
分
〜
午
後
８
時

介
護
施
設
実
習　

２
日
間

講
座
会
場

　

菊
池
市
福
祉
会
館
、
各
施
設

受
講
資
格　

菊
池
市
在
住
ま
た
は
菊

池
市
内
に
勤
め
て
い
る
人
で
、
菊
池

市
内
の
認
知
症
の
人
た
ち
や
そ
の
家

族
へ
の
支
援
活
動
が
で
き
る
人

受
講
料　

資
料
代
な
ど
の
個
人
負
担

が
あ
り
ま
す
。

申
込
締
切　

６
月
15
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

生
き
が
い
推
進
課
包
括
支
援
係

開催数 開催予定日 テーマ 講師

第１回 ６ 月 25日（木）開講式：認知症の医学的・心理的理解

県認知
症介護
指導者
など

第２回 ７ 月 23日（木）認知症高齢者の生活支援

第３回 ８ 月 27日（木）スーパービジョンとコーチング

第４回 ９ 月 24日（木）社会資源の活用と展開（地域支援マップ）

第５回 10月 22日（木）家族の理解と権利擁護

第６回 11月 26日（木）生活の質の保証とリスクマネージメント

第７回 12月 24日（木）地域社会環境（人的環境・住環境・生活環境）

実　習 施設別 (特老・老健・グループホーム )各２日間×４施設

※
試
験
会
場
は
、
受
験
者
が
指
定

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

資　

格　

原
則
と
し
て
、
保
健
、

医
療
、
福
祉
の
分
野
で
通
算
５
年

（
一
部
10
年
）
以
上
の
実
務
経
験
を

有
す
る
人

試
験
案
内
配
布
期
間　

６
月
15
日

（
月
）
〜
７
月
17
日
（
金
）

試
験
案
内
配
布
場
所　

熊
本
県
社

会
福
祉
協
議
会
、
各
市
町
村
社
会

福
祉
協
議
会
（
支
所
含
む
）、
熊
本

県
高
齢
者
支
援
総
室

※
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。

※
郵
送
に
よ
る
試
験
案
内
の
配
布

は
行
い
ま
せ
ん
。

申
込
受
付
期
間　

７
月
６
日
（
月
）

〜
７
月
17
日
（
金
）

申
込
方
法　

受
験
申
込
書
は
、「
試

ルナ・フローラ　花房教室展～ブライダル～
期間：６月２日（火）～６月 15日 ( 月 )
ルナ・フローラの美しさと華やかさを多くの人に知ってもらおうと企画しま
した。
香りの花石けんの体験講習も実施します。皆さんの参加をお待ちしています。
体験講習日　６月６日（土）、７日（日）
時　間　午前 11時～正午
講習料　1,000 円（材料費込み）

絵手紙展
期間：６月 17日（水）～６月 28日（日）
夢美会と菊池北中学校の合同展示会です。
青空に映える泗水孔子公園などの絵手紙を展示します。

夢美術館がリニューアルしました
美術館の常設コーナーが新しくなりました。
私たちの暮らすすてきな菊池の歴史・文学・自然を是非ご覧ください。
休館日　６月 23日（第４火曜日）
開館時間　午前９時～午後６時
ギャラリーでは 12月までの展示の募集をしています。
あなたの作品を展示してみませんか？

　菊池市では、平成 21 年度金婚
夫婦の表彰者を把握するために、
区長さんを通して調査をしていま
す。
　次に該当する人には「金婚夫婦
該当者の調査」の回覧（５月１日
区長さんへ配布済み）で、名前な
どの記入をお願いしているところ
ですが、記入漏れなどがありまし
たら、生きがい推進課または各総
合支所民生課へ直接ご連絡下さ
い。
※ 旭志地区については、直接旭志
総合支所民生課へ連絡いただく
よう回覧しています。

該当者　金婚夫婦（結婚満 50年）
　昭和 34年１月１日～ 12月 31
日までに結婚した夫婦
※ 平成 21 年１月１日以降、配偶
者が亡くなった人も対象です。

期　限　６月 19日（金）
問い合わせ先
　生きがい推進課高齢福祉係

あじさい展
菊池市あじさい愛好会　後藤公也

期間：６月の花見ごろ

　花の機嫌をうかがって、６月の見ごろ

に展示を行います。花の管理、花後の剪

定および技術指導も行いたいと思います。

松田文雄兄弟展（水墨画）
松田文雄
期間：６月23日（火）～７月５日（日）
　水墨画を始めて、そろそろ10年を迎えようとしています。同じ趣味を持つ弟と初めての兄弟展です。是非遊びに来てください。

問い合わせ先　菊池夢美術館　☎（23）1155 問い合わせ先　わいふ一番館　☎（24）6630
菊池夢美術館情報菊池夢美術館情報

金婚夫婦該当者の
調査をしています

わいふ一番館だよりわいふ一番館だより

平成 21年度第１回まちかど資料館企画展

西川誠一ペン画展
期間：６月２日（火）～９月30日（水）

　菊池市内の小中高校を描いた作品展です。是非ご覧

ください。また展示が終わった後は、それぞれの学校

へ寄贈されることとなっています。

金婚夫婦該当者の
調査をしています

る
団
体

• 

継
続
し
て
１
年
以
上
の
活
動
実
績

が
あ
る
団
体

• 

会
則
、
規
約
ま
た
は
こ
れ
に
類
す

る
も
の
を
有
す
る
団
体

• 

特
定
の
政
治
活
動
、
宗
教
活
動
お

よ
び
専
ら
営
利
活
動
を
目
的
と
し

な
い
団
体

登
録
方
法

　
「
菊
池
市
女
性
人
材
バ
ン
ク
登
録

票
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵

送
ま
た
は
持
参
で
提
出
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

男
女
共
同
参
画
推
進
室

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

研
修
内
容

事
前
研
修　

８
月
25
日
（
火
）

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

国
内
派
遣
研
修　

11
月
５
日
（
木
）

〜
11
月
８
日
（
日
）
３
泊
４
日

東
京
都
・
埼
玉
県

企
画
・
事
後
研
修
あ
り

募
集
人
員　

１
人
程
度

募
集
締
切　

６
月
22
日
（
月
）
必

着費　

用　

先
進
地
研
修
に
要
す
る

費
用
の
う
ち
、
３
分
の
１
を
県
が
、

残
り
を
市
が
負
担
し
ま
す
。
事
前
、

事
後
研
修
の
旅
費
に
つ
い
て
は
県

が
全
額
負
担
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

男
女
共
同
参
画
推
進
室

る
人
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順

番
に
よ
る
先
順
位
の
遺
族
一
人
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

（
１
）
弔
慰
金
の
受
給
者

（
２
）
戦
没
者
な
ど
の
子

（
３
）
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄

弟
姉
妹

※ 

戦
没
者
な
ど
と
生
計
関
係
を
有

し
て
い
な
か
っ
た
人
な
ど
は
除

き
ま
す
。

（
４
）
前
記
（
３
）
以
外
の
①
父
母

②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

（
５
）
前
記
（
１
）
か
ら
（
４
）
以

外
の
三
親
等
内
の
親
族

※ 

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
引

き
続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
を

有
し
て
い
た
人
に
限
り
ま
す
。

請
求
期
限　

平
成
24
年
４
月
２
日

給
付
内
容

　

額
面
24
万
円
、
６
年
償
還
の
記

名
国
債

請
求
窓
口

　

市
役
所
福
祉
課
、
各
総
合
支
所

民
生
課

問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
福
祉
保
護
係

験
案
内
」
巻
末
の
専
用
封
筒
を
使
用

し
、
１
通
に
つ
き
一
人
分
を
、
必
ず

簡
易
書
留
に
よ
り
熊
本
県
社
会
福
祉

協
議
会
（
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン

タ
ー
）
宛
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

（
７
月
17
日
消
印
有
効
）

※
持
参
に
よ
る
申
込
書
の
受
付
は
行

い
ま
せ
ん
。

実
務
研
修
予
定　

試
験
合
格
者
を
対

象
に
、
実
務
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

　

実
施
時
期　

１
月
〜
３
月

　
（
前
期
３
日
、
後
期
４
日
）

　

実
施
会
場　

熊
本
市
内

手
数
料　

８
、８
０
０
円

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

社
会
福
祉
法
人
熊
本
県
社
会
福
祉
協

議
会　

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
（
３
２
２
）
８
０
７
７
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